
中学校第１学年特別活動（学級活動）学習指導案 

 

                                             日 時：平成２６年１０月２日（木） 

                                             場 所：岱明中学校 

                                             授業者：教諭 志水 玲之 

１ 題材名 

   「携帯電話やパソコン等の長時間使用の心身や生活への影響について」 

 

２ 題材について 

（１）ねらいについて 

   携帯電話やスマートフォン、ゲーム機などの普及により、家庭でも手軽にインター

ネットを利用できるようになってきた。そのため中学生がインターネットを長時間利

用することが原因で、遅刻や欠席、授業や部活動へのやる気の欠如と思われる場面が

増えてきている。学校生活だけでなく日常生活、さらには健康に支障を来すことも少

なからず見られる。そうした問題を未然に防ぐためにも、自分の健康や社会生活につ

いて意識しながら、自己管理と適切なインターネットとの関わり方を主体的に実践で

きるようにする。 

 

（２）生徒の実態について ※アンケート項目のみ掲載 

事前のアンケートの結果は以下の通りである。 

 

 〇携帯電話・スマートフォンを持っていますか？ 

   自分専用：〇％   家族と共有：〇％   持っていない：〇％ 

 〇携帯電話・スマートフォン・パソコン・ゲーム機の合計使用時間はどのくらいです 

か？ 

 （平日）1 時間未満：〇％ 1～2 時間：〇％ 2～3 時間：〇％ 3 時間以上：〇％ 

 （休日）1 時間未満：〇％ 1～2 時間：〇％ 2～3 時間：〇％ 3 時間以上：〇％ 

 〇長時間使用したとき、困ったことや生活へ影響したことがありますか。 

  ・視力が悪くなった・宿題が終わらず睡眠不足になった 

  ・家族のふれあいが前に比べて少なくなった・昼夜が逆転しそうになった   など 

 〇保護者が使用させてもよいと考える時間。 

 （平日）1 時間未満：〇％  1～2 時間：〇％  2～3 時間：〇％  3 時間以上：〇％ 

 （休日）1 時間未満：〇％  1～2 時間：〇％  2～3 時間：〇％ 3 時間以上：〇％ 

 

 自分専用の携帯電話・スマートフォンを持っている割合は高い。使用時間も平日でも

２時間以上している生徒が約〇％とかなり多い。使用時間が増え日常生活に影響が出始

めている生徒も数名いる。  

 



（３）指導にあたって 

    ア 家庭での携帯電話・スマートフォン、パソコン、ゲーム機の使用についての現   

状や保護者の考えを、事前にアンケートで聞き取り、今後の利用の仕方の参考に

する。 

    イ 生徒の興味関心を高めるため、自分たちのアンケート結果を活用する。 

  ウ 意見や考えをより出させるため、グループでの話し合いの場面を設定する。 

 

（４）情報モラル教育の視点 

  ア 本時は、「モデルカリキュラム」の目標「３．安全への知恵」、「ｆ：自他の安全

な健康を害するような行動を抑制できる」との関連を重視して展開する。 

    イ ネット依存症の症状や生活への影響について、詳しく理解し、そうならないた

めにどうすればよいのか主体的に考えさせる。 

 

（５）人権教育の視点 

     発表するときは発表者の方を向いたり、発表後拍手をしたりするなど、相手を尊

重し、自分の考えた意見等がしっかりと発表できる雰囲気をつくる。 

 

３ 本時の学習 

（１）目標 

  携帯電話・スマートフォン、パソコン・ゲーム機の長時間使用での心身や生活への 

 影響について理解し、適切に使用する態度を養う。 

 

（２）展開 

過

程 

主な学習活動 主な発問や指示（○）等、 

指導上の留意点（・）及び評価 

備考 

導

入 

10

分 

１ 事前アンケートの結

果を知る。 

・平日の使用時間のグラフ

を見る。 

・休日の使用時間のグラフ

を見る。 

 

 

 

〇生徒の携帯やゲームの使用時間の実態

と保護者から子どもを見た使用時間の

実態が違う理由を考えよう。 

 

 

ワ ークシ

ート 

アンケー

ト調査 

大型テレ

ビ 

展

開 

 

２ 日常生活を振り返り、

具体的な場面を思い出

す。 

 

〇携帯電話等をついつい長い時間使って

しまうのはどんな時ですか。 

・長時間使う場面を発表させる。 

 

 

携帯電話・スマートフォン・パソコン・ゲーム機の使用について考えよう。 



 

 

 

展

開 

 

30

分 

 

 

 

・ネット依存症の動画で確

認する。 

 

 

 

 

 

３ 長時間使用した時の

悪影響についてワーク

シートに記入し、発表す

る。 

 

・生活や健康への影響を考

える。 

・心身などへの影響を考え

る。 

 

４ 依存症にならないよ

うにするには、どのように

すればよいか考える。 

・個人で考える。 

・班で意見を出し合う。 

・全体で各班の３箇条につ

いて意見交流を行う。 

 

〇携帯電話等を長時間使用した場合、心

や体に与える影響について考えよう。 

・ネット依存症の簡単なチェックシート

を行い、自分の状況について理解させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ基準 これからどのように使ってい

くか理由を考えて３つの決まり

を作ることができる。 

＜Ｂ基準に達していない生徒への手立て＞ 

自分の生活への影響について想起さ 

せる。 

 

 

 

 

動 画コン

テンツ 

 

チェック

シート 

 

 

 

終

末 

 

５

分 

５ 今日の授業のまとめ。 

 

 

 

・インターネットの利用は生活に有用な

道具であるが、依存症の危険があるの

で、自分自身で関わり方を管理するこ

とが大切であることを伝える。 

 

 

 

［評価］（ワークシート） 

Ｂ：使い方の決まりを３つ作ること

ができる。 


